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予算額 決算額 差　　額 備　　考

（決算－予算）

収入

15,355 15,605 250 （注１）

うち補正予算による追加 - 153 153

1,537 1,641 105 （注２）

うち補正予算による追加 - - -

補助金等収入 891 998 107 （注３）

18 18 -

32,855 34,917 2,062

授業料、入学金及び検定料収入 5,554 5,566 12 （注４）

附属病院収入 26,622 28,327 1,705 （注５）

財産処分収入 - - -

雑収入 679 1,024 345 （注６）

2,914 3,314 399 （注７）

- 36 36 （注８）

9,037 9,529 491 （注９）

前中期目標期間繰越積立金取崩 - 134 134 （注１０）

目的積立金取崩 - 59 59 （注１１）

62,607 66,249 3,642

支出

46,603 46,703 99

教育研究経費 20,542 19,725 ▲ 817 （注１２）

診療経費 26,062 26,978 917 （注１３）

10,592 11,188 596 （注１４）

補助金等 479 606 128 （注１５）

2,914 3,718 804 （注１６）

2,019 1,977 ▲ 42 （注１７）

- - -

62,607 64,192 1,585

- 2,057 2,057

計

業務費

施設整備費

産学連携等研究経費及び寄附金事業費等

長期借入金償還金

長期借入金収入

大学改革支援・学位授与機構施設費納付金

計

収入－支出

引当金取崩

令和５年度　決算報告書

国立大学法人鹿児島大学

（単位：百万円）

区　　　分

運営費交付金

施設整備費補助金

大学改革支援・学位授与機構施設費交付金

自己収入

産学連携等研究収入及び寄附金収入等



○予算と決算の差異について

（注１７）長期借入金償還金については、借入利率の見直し等により、予算額に比して決算額が42百万円少額となっております。

（注１５）補助金等については、（注３）に示した理由により受入額が増額したため、予算額に比して決算額が128百万円多額となっております。

（注１４）施設整備費については、（注２）及び（注９）に示した理由により、予算額に比して決算額が596百万円多額となっております。

（注１１）目的積立金取崩については、予算段階では計上していなかった前中期目標期間繰越積立金の取崩しにより、予算額に比して決算額が
59百万円多額となっております。

（注７）産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、外部資金の獲得に努めたため、予算額に比して決算額が399百万円多額となってお
ります。

（注８）引当金取崩については、予算段階では計上していなかった退職給付引当金等の取崩しにより、予算額に比して決算額が36百万円多額と
なっております。

（注１３）診療経費については、（注５）に示した理由により医薬品費及び診療材料費の増加や教職員の人件費の増額の影響から、予算額に比して
決算額が917百万円多額となっております。

（注１２）教育研究経費については、経費の節減に努めたため、予算額に比して決算額が817百万円少額となっております。

（注６）雑収入については、自己収入の獲得に努めたことや消費税の還付があったことにより、予算額に比して決算額が345百万円多額となってお
ります。

（注９）長期借入金収入については、（注２）に記載した病棟・診療棟への追加措置に伴う借入金の増額により、決算額が491百万円多額となって
おります。

（注１０）前中期目標期間繰越積立金取崩については、予算段階では計上していなかった前中期目標期間繰越積立金の取崩しにより、予算額に
比して決算額が134百万円多額となっております。

（注３）補助金等収入には、授業料等減免費交付金391百万円が含まれており、本補助金は授業料等免除に使用しております。その他の補助金
については予算段階では予定していなかった補助金等の獲得に努めたため、予算額に比して決算額が107百万円多額となっております。

（注４）授業料、入学金及び検定料収入については、入学料収入及び授業料収入の増収により予算額に比して決算額が12百万円多額となってお
ります。

（注１６）産学連携等研究経費及び寄附金事業費等については、（注７）に示した理由により受入額が増額したことや予算段階で予定していなかっ
た寄付金による執行が増額したこと等により、予算額に比して決算額が804百万円多額となっております。

（注５）附属病院収入については、平均在院日数の短縮、手術件数の増による入院診療単価の向上及び新入院患者数が増加したことによる入院
診療収入の増、外来診療単価の増による外来診療収入増により、予算額に比して決算額が1,705百万円多額となっております。

（注１）運営費交付金については、予算段階で予定していなかった特殊要因運営費交付金等の追加措置により、予算額に比して決算額が250百
万円多額となっております。

（注２）施設整備費補助金については、予算段階では予定していなかった災害復旧事業や病棟・診療棟への追加措置により、予算額に比して決
算額が105百万円多額となっております。


